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戸
一
ン
戸
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
を
こ

け
ら
落
し
に
¥
華
や
ー
か
に
オ
ー
プ

ン
し
だ
総
合
運
動
公
雷
体
育
館

に
¥
ム
コ
度
は
全
日
本
女
子
バ
レ
ー

の
皆
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
し
だ
。

9
月
刊
日
日
の
公
開
練
欝
・
純
白

試
合
は
¥
*
戸
一
ン
戸
選
手
権
大
会

に
向
け
だ
強
化
合
宿
を
¥
つ
く
ば

市
で
行
な
っ
て
き
た
総
仕
上
げ
で

し
だ
。
会
場
は
立
ち
見
も
出
る
ほ

ど
の
観
客
て
七

O
O人
で
超
満

員

。

パ

レ

ボ
l
ん
、
万
¥
い
か
に

メ
ジ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
か
を
物
語
っ

て
い
ま
し
定
。

そ
れ
に
し
て
も
昨
年
の
寸
海
づ

く
り
大
会
し
そ
し
て
戸
ジ
レ
ス
¥

国
際
会
議
、
こ
の
全
日
本
パ
レ
i
¥

い
ば
ら
き
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
。
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
ガ
¥
よ
く
も
こ
ん

な
に
続
く
も
の
で
す
。

疋
と
え
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で

も
、
そ
れ
ガ
大
規
模
で
あ
り
¥
年

に
何
本
も
打
て
ば
¥
そ
の
イ
ン
パ

ク
ト
は
大
変
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
「
情
報
空
間
を
つ

く
る
こ
と
し
と
定
義
づ
け
た
人
ガ

い
ま
す
。
(
イ
ベ
ン
ト
と
は
簡
単
に

い
え
ば
人
寄
せ
で
す
o
〉
な
る
ほ

ど
¥
人
ガ
集
ま
れ
ば
様
々
な
情
報

一
父
換
ガ
行
わ
れ
¥
そ
こ
に
ま
だ
新

し
い
価
値
や
情
報
、
か
生
ま
れ
る
わ

け
で
す
。
そ
れ
は
一
つ
の
文
化
定

と
一
一
一
一
口
え
ま
す
し
¥
地
域
活
性
化
の

手
段
で
も
あ
り
ま
す
。

今
¥
大
洗
町
で
は
町
民
総
出
演

の
「
海
浜
文
化
都
市
づ
く
り
L

と

い
う
連
続
ド
ラ
マ
を
演
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
、
イ
ベ
ン
ト
は

μ
感
動
を
呼
ぶ
了
ン
ン
H

と
い

え
る
で
し
ょ
う
か
。
患
も
つ
か
せ

ぬ
シ
ン
ガ
連
続
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
¥
こ
の
ド
ラ
マ
は
揺
調
高
<
¥

大
き
な
盛
り
上
ガ
り
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
迎
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
ま
ち
づ
く
り
し
ガ
成
功
し
て
、

大
洗
に
住
ん
で
る
こ
と
を
艶
ま
し

ガ
ら
れ
だ
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
o

そ
の
た
め
に
は
、
今
後
の
イ
ベ
ン

ト
の
誘
鼓
と
創
造
・
震
と
量
と
が
¥

大
き
な
役
割
を
果
だ
す
よ
う
に
田
ゅ

う
の
で
す
、
ガ
¥
い
か
ガ
で
し
ょ
う

か。
*
叩
月
上
旬
に
香
港
で
開
催
一

さ
れ
¥
全
日
本
女
子
は
¥

韓
国
ハ

2
位
〉
に
販
れ

3
位

に
終
わ
つ
だ
。
4
ム
山
は
中
露
。



一
昭
和
印
年
、
つ
く
ば
科
学
博
に
出

川
展
し
た
「
い
ば
ら
き
パ
ビ
リ
オ
ン
お

一
祭
り
広
場
」
が
発
端
と
な
っ
た
「
茨

…
城
ふ
る
さ
と
祭
」
は
、
今
ま
で
水
戸

…
の
千
波
湖
畔
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
し

品
た
。

一
今
年
か
ら
こ
れ
を
発
展
さ
せ
、
黒

…
内
2
ケ
所
で
間
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

…
ま
し
た
。
そ
し
て
開
催
地
と
し
て
、

…
つ
く
ば
市
と
共
に
開
催
地
と
な
っ
た

…
の
が
大
洗
町
で
し
た
。

一
会
場
と
な
っ
た
広
い
開
発
用
地
、

…
海
浜
公
菌
の
整
備
に
よ
る
大
駐
車
場
、

一
整
備
さ
れ
た
海
岸
道
路
。
そ
し
て
マ

…
リ
ン
タ
ワ

i
。
最
初
の
開
催
地
に
ふ

…
さ
わ
し
い
舞
台
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

…
初
日
の
叩
月
7
日
(
土
)
は
、
あ
い

一
に
く
の
風
間
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

…
参
加
者
や
出
場
者
は
、
大
ハ
リ
キ
リ
。

モ
チ
や
ソ
パ
の
試
食
に
は
、
た
ち
…

ま
ち
長
い
行
列
が
。
国
際
交
流
広
場
一

で
は
外
宙
人
に
よ
る
み
こ
し
が
「
も
一

む
」
と
い
う
よ
り
走
り
回
っ
て
い
ま
一

し

た

り

…

2
臼
聞
の
8
日
(
日
)
は
、
好
天
に
一

恵
ま
れ
、
大
勢
の
人
が
繰
り
出
し
ま
…

し
た
。
大
洗
水
族
館
の
ア
シ
カ
や
ミ
…

ニ
牧
場
の
牛
に
チ
ビ
ッ
コ
た
ち
は
大
…

喜
び
。
秋
の
日
差
し
の
下
、
笑
い
声
…

や
歓
声
が
溢
れ
て
ま
し
た
。
祭
の
回
一

的
の
「
ふ
れ
あ
い
」
は
、
充
自
分
に
得
…

ら

れ

た

よ

う

で

す

。

一

県
の
事
務
局
の
章
一
夜
で
は
、

2
日
一

間
の
入
り
込
み
は
日
万
人
と
の
こ
と
。
…

い
つ
も
な
ら
ひ
っ
そ
り
と
し
た
秋
一

の
海
が
「
い
ば
ら
さ
の
ふ
る
さ
と
ま
一

つ
り
」
で
、
時
な
ら
ぬ
。
に
ぎ
わ
い
一

空
間
々
を
み
せ
た

2a間
で
し
た
。

E

録
オ
カ

i
サ
ン
そ
ん
な
に
も
ら
っ
て

持
て
る
の
?
(
苗
木
の
無
料
配
布
)

第215号 (2)

で
す
。大
洗
町
を
取
り
巻
く
商
業
環
境
は
、

こ
こ
数
年
で
大
き
く
変
わ
っ
て
来
て
い

ま
す
。
せ
っ
か
く
魅
力
あ
る
リ
ゾ
ー
ト

地
を
つ
く
り
あ
げ
て
も
、
消
費
を
外
部

資
本
に
さ
ら
わ
れ
て
は
、
何
の
た
め
の

開
発
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
新
時

代
へ
の
戦
略
を
練
る
作
戦
本
部
、
商
工

会
の
役
割
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
点
、

A
寸
度
の
商
工
会
館
は
2
階

に
あ
る
通
路
で
役
場
と
結
ば
れ
、
距
離

は
ゼ
ロ
。
行
政
と
の
緊
密
な
協
議
、
謂

整
に
は
こ
れ
以
上
の
条
件
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
い
に
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

商
工
業
を
営
む
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

待
望
久
し
か
っ
た
商
工
会
館
の
起
工
式

が
、
日
月
2
日
(
月
)
に
建
設
地
の
役
場

庁
舎
西
側
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
多
数
が
列
席
す
る
な
か
、
大

洗
神
社
の
熊
m
m
宮
前
が
祝
詞
を
奉
じ
て

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
た
後
、
竹
内
町

長
、
桧
山
商
工
会
会
長
他
が
「
エ
イ
ツ
」

と
い
う
気
合
と
共
に
ク
ワ
入
れ
を
行
な

い
、
商
工
会
館
建
設
へ
の
意
気
込
み
を

表
し
ま
し
た
。

建
物
は
2
階
建
で
1
階
が
高
工
会
、

2
階
が
教
育
委
員
会
の
事
務
所
に
な
り

ま
す
。
総
工
事
費
が
約
2
億
5
百
万
円
、

完
成
は
そ
れ
ぞ
れ
来
年
の
3
月
と
5
月

hv
全
身
グ
ツ
シ
ヨ
リ
で
も
演
奏
は
カ
ン

ベ
キ
。
(
磯
小
マ
j
チ
ン
ク
バ
ン
ド
)

倒
「
ヤ
ツ
タ

i
/
で
っ
か
い
鰹
だ
。
」

山
内
の
釣
り
堀
は
高
級
魚
ば
か
り
釣
れ
ま
し
た
。

t~ ら

ロ

ロ

〔役場庁舎〕

鉄筋コンクリー卜造

延 1，015. 025 m' 

H皆 513.923m'
2踏 501.102m'

あ

口

通路(2階): 

口

おお

惨
花
束
を
振
っ
て
観
衆
に
こ
た
え
る
竹
内
町
長

〈
ゆ

/

7
開
会
式
)

A

凪
皇
↑
く
終
わ
ん
な
い
カ
ナ
J
E
-
-

。

(山
/

7
水
戸
太
鼓
の
演
奏
で
)

誠
之
湾
岸
に
突
如
出
現
し
た
牧
場
刊
行

胡

τ雨
に
咲
く
花
。
脚
線
美
を
競
い
合
う

県
内
各
地
の
ミ
ス
た
ち
。

※2階の付属庁舎(教資委員会)は
省出告します。

(56‘250m') 
=ー…講習会等研修室ーーーー

(54.000m') 

商工会事務室

(81.000m') 

平成元年11月5日

恥
伊
「
ア
メ
?
カ
ン
ケ

i
ア
リ
マ
セ
!
ン
」

7
ミ
コ
シ
。
ワ
ン
ダ
フ
ル
ネ
」

険
ミ
ニ
S
し
は
い
つ
で
も
大
人
気
。
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奄
美
大
島
か
ら
室
蘭
ま
で
、
日
本
全

国
を
転
戦
す
る
ボ
!
ド
セ
イ
リ
ン
グ
(
ウ

イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
)
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

キ
ッ
ト
の
第
5
戦
が
、
大
洗
サ
ン
ビ
ー

チ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
月
ロ
日
・
日
目
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
行
な
わ
れ
、
日
目
(
日
)
の
決
勝
戦
を

迎
え
ま
し
た
が
、
肝
心
の
「
風
」
が
規

定
以
下
だ
っ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
不

成
立
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
出

場
選
手
に
よ
る
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
の
リ

レ
i
競
技
に
は
、
集
ま
っ
た
フ
ァ
ン
か

ら
の
歓
声
が
湧
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
南
半
球
の
ニ
ュ

i
カ

レ
ド
ニ
ア
で
の
世
界
的
な
ボ

i
ド
セ
イ

リ
ン
グ
大
会
、
「
ヌ
メ
ア
ド
リ
ー
ム
カ

ッ
プ
」
の
姉
妹
大
会
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
ニ
ュ

l
カ
レ
ド
ニ
ア
か
ら
の

選
手
も
参
加
、
ま
た
国
内
の
ト
ッ
プ
プ

ロ
多
数
も
参
加
し
ま
し
た
。

関
係
者
の
話
で
は
、
サ
ン
ビ

i
チ
は

風
向
き
・
波
と
も
、
ボ
ー
ド
セ
イ
リ
ン

グ
に
は
絶
好
の
条
件
を
備
え
て
い
る
と

の
こ
と
。
関
係
者
の
努
力
次
第
で
は
、

思
い
が
け
な
い
国
際
的
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

11 

制
山
田
秋
季
開
畏
野
時
神
大
会

1

(3)第215号

こ
と
野
球
に
な
る
と
、
自
の
色
を
変

え
て
ハ
リ
キ
ル
お
と
ー
さ
ん
が
、
大
洗

に
は
特
に
多
い
よ
う
で
す
。

勝
つ
て
の
祝
勝
会
、
負
け
て
の
残
念

会
。
楽
し
い
「
飲
み
ニ
ュ
ケ

l
シ
ョ
ン
」

が
あ
れ
ば
こ
そ
、
辛
い
朝
練
に
も
耐
え

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

日
月
1
日
か
ら
の
毎
呂
曜
日
、
総
合

運
動
公
額
多
目
的
広
場
を
会
場
に
、
日

チ
l
ム
が
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
第
出

回
秋
季
町
民
野
球
大
会
は
、
日
月
日
日

に
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
「
新
友
会
」
が

強
豪
「
ホ
ワ
イ
ト
キ
ヤ
ツ
ツ
」
に

9
1

0
の
大
差
を
つ
け
て
、

2
年
ぶ
り
の
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

「
新
友
会
」
は
、
新
町
に
住
む
野
球

好
き
の
集
ま
り
。
決
勝
ま
で
の
4
試
合

中
、
完
封
試
合
が
な
ん
と
3
試
合
と
い

う
、
エ
ー
ス
の
倉
田
健
さ
ん
を
中
心
に

し
た
守
り
の
チ
l
ム
で
す
。
平
均
年
齢

も
お
歳
と
若
く
、
こ
こ
し
ば
ら
く
は
、

優
勝
を
争
7
チ
l
ム
に
な
る
こ
と
で
し

今
年
も
「
体
育
の
日
」
の
叩
月
刊
日

に
、
第
6
田
町
民
テ
ニ
ス
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

試
合
は
全
て
ダ
ブ
ル
ス
で
、
男
子
内

部
が
日
チ
i
ム
、
女
子
の
部
は
7
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

相
変
わ
ら
ず
原
研
関
係
の
チ
i
ム
が

強
く
、
男
子
の
部
で
優
勝
し
た
赤
石
・

柴
田
紐
の
柴
間
光
き
ん
は
昨
年
の
優
勝

者
女
子
の
部
優
勝
も
、
昨
年
と
同
じ

高
橋
・
黒
羽
ベ
ア
で
し
た
。
黒
羽
さ
ん

は
原
研
住
宅
に
お
住
ま
い
で
す
。

町
内
の
テ
ニ
ス
人
口
は
も
っ
と
多
い

は
ず
。
来
年
こ
そ
新
人
チ
l
ム
が
優
勝

を
さ
ら
う
よ
う
な
ド
ラ
マ
を
期
待
し
た

い
も
の
で
す
ね
。

気
軽
に
で
き
て
、
や
っ
て
み
る
と
意

外
と
激
し
く
、
そ
し
て
楽
し
い
の
が
テ

ニ
ス
。
体
協
テ
ニ
ス
部
で
は
、
い
つ
で

も
入
会
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

ど
う
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
も
こ
の
秋

か
ら
、
テ
ニ
ス
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
大
会
結
果
〉
敬
称
略
|

ト品、「ノ。ち
な
み
に
、
昨
年
度
優
勝
の
フ
ィ
リ

i
ズ
と
一
一
一
位
の
常
陽
産
業
は
1
回
戦
で

敗
退
。
軟
式
野
球
の
新
旧
交
代
も
厳
し

い
も
の
で
す
。

な
お
、
団
体
と
倒
人
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

男
子
の
部

{
優
勝
〕
柴
田
光
・
赤
石
純

円
一
一
位
〕
加
部
東
正
幸
・
米
川
実

{
三
位
〕
柴
沼
行
男
・
田
代
勉

女
子
の
部

門
優
勝
}
黒
羽
千
代
子
・
高
橋
裕
子

{
二
位
〕
長
谷
川
恭
子
・
坂
田
照
美

空
ニ
位
〕
河
原
井
貞
子
・
横
山
弘
子

{
優
勝
}
新
友
会

{
準
優
勝
}
ホ
ワ
イ
ト
キ
ヤ
ツ
ツ

{第
3
位
}
間
山
自
工

{第
3
位
}
I
D
C
フ
ァ
イ
ヤ

i
ズ

最
高
殊
勲
選
手
賞
倉
田
健
(
新
友
会
)

打
撃
愛
市
毛
忠
徳
(
新
友
会
)

敢
闘
賞
関
根
克
郎
(
W
-
キ
ヤ
ツ
ツ
)

[襲警31盟秩撃題J.I:悪霊予隷大会結果
大
洗
町
を
代
表
す
る
観
光
施
設
と

い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も
大
洗
水

族
館
で
し
ょ
う
。
今
回
は
そ
の
水
族

館
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
、
戸
知
子
明
さ

ん
に
登
場
願
い
ま
し
た
。

3
人
兄
弟

で
「
兄
と
弟
に
は
さ
ま
れ
た
せ
い
か

気
の
強
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
」
と
自
己

分
折
す
る
千
明
さ
ん
で
す
が
、
ワ
イ

ン
カ
ラ
!
の
ボ
デ
ィ
コ
ン
風
制
服
を

ま
と
っ
た
ス
マ
ー
ト
な
身
体
か
ら
は
、

優
し
そ
7
な
印
象
し
か
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

那
珂
湊
二
高
を
卒
業
後
今
の
職
場

に
。
経
験
は
3
年
半
。
コ
ン
パ
ニ
オ

ン
は
、
イ
ル
カ
や
ア
シ
カ
、
ベ
ン
ギ

ン
シ
ョ
ー
の
案
内
等
が
主
な
仕
事
だ
そ

う
で
す
。

Q
仕
事
を
し
て
い
て
棲
し
い
こ
と
は
?

「
館
内
で
『
良
か
っ
た
ネ
』
と
話
し
て

い
る
の
を
開
い
た
と
き
で
す
ね
。
子
供

に
『
あ
っ
、
イ
ル
カ
の
オ
、
不
i
チ
ャ
ン

だ
』
と
一
一
一
言
わ
れ
る
の
も
ウ
レ
シ
イ
で
す
。
」

Q
趣
味
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
下
さ
い
?

「
編
物
が
好
き
で
、
て
去
年
も
セ
ー
タ

ー
を
一
枚
仕
上
げ
ま
し
た
。
ア
ノ
:
:
:

自
分
の
で
す
。
」
「
ス
キ
ー
は
毎
年
1
週

間
位
行
っ
て
ま
す
。
今
度
機
会
が
あ
っ

た
ら
、
ゴ
ル
フ
や
水
泳
に
も
ト
ラ
イ
し

よ
う
と
患
っ
て
ま
す
。
」

Q
最
近
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
?

「
友
達
4
1
5
人
と
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク

ス
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
キ
ャ
ア
キ
ヤ

ア
誓
っ
て
、
騒
い
で
き
ま
し
た
。
」

Q
好
き
な
努
牲
の
タ
イ
プ
は
?

「
顔
は
あ
ま
り
気
に
し
ま
せ
ん
。
外
見

が
中
身
と
漂
っ
ヒ
ト
が
い
い
ん
で
す
。

具
体
的
に
は
、
優
し
そ
う
で
い
て
意
外

18 
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遊撃域
セ 挙運霊ン
ト 出

岩
上
二
郎
氏
の
死
去
に
伴
う
、
参
議

院
補
欠
選
挙
が
、
日
月
1
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
夏
の
参
議
院
選
挙
で
、
保
革

が
逆
転
し
た
後
の
初
の
国
政
選
挙
と
あ

っ
て
、
全
国
か
ら
注
局
さ
れ
た
選
挙
で

し
た
。当
町
に
お
け
る
開
票
結
果
と
、
投
票

区
別
の
投
票
率
等
は
次
の
と
お
り
で
す
句

〈
候
補
者
別
得
業
数
〉

野
村
五
男
(
自
由
民
主
党
)
三
、
五
三
五
葉

山
田
節
夫
(
日
本
共
産
党
)
四
一
一
二
票

締
金
志
づ
江
(
日
本
社
会
党
)

二
、
六
七
八
票

工、支、ソ業浪カズ洗続_b、
:z;ミ

と
強
引
な
ヒ
ト
。
か
な
。
」
(
誰
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
る
ん
だ
か
?
結
構
ア
ブ
ナ
イ

性
格
が
滞
在
的
に
ア
リ
。
)

Q
結
婚
は
何
歳
頃
ま
で
に
し
た
い
で
す

か
。
あ
と
、
彼
の
存
在
は
?

「
兄
が
日

τヨメ
に
行
け
と
一
一
言
、
つ
ん
で

す
。
で
も
、
お
歳
位
か
な
。
ボ

i
イ
フ

レ
ン
ド
も
含
め
て
彼
氏
イ
ナ
イ
歴
口
年

で
す
。
ホ
ン
ト
で
す
よ
ぉ
。
」

最
後
に
釘
民
の
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
水
族
館
の

P
R
を
ど
う
ぞ
。

「
大
洗
の
方
は
、
あ
ま
り
来
て
く
れ
な

い
よ
う
に
思
う
ん
で
す
。
一
度
見
た
か

ら
と
い
っ
て
も
、
水
族
館
は
毎
年
変
わ

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

1

月
か
ら
は
か
海
の
花
園
・

サ
ン
ゴ
の
展
示
。
も
予
定

き
れ
て
い
ま
す
。
イ
ル
カ

や
ア
シ
カ
シ
ョ
ー
も
随
分

と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
も
う
一
度

ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
」

近
隣
蛇
村
の
投
票
率

一
常
滋
村
山
初
・
臼
%
茨
城
町
M
M
・
m
m
%

…

一
内
原
町
田
・
M
m
%
常
北
町
田
・
叩
%
一

機

上
司
の
吉
田
海
獣
展
示
課
長
談

「
一
戸
知
さ
ん
は
、
お
と
な
し
そ
う
で

す
が
、
新
し
い
も
の
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
が
旺
感
な
ん
で
す
。
こ
の
夏

も
、
イ
ル
カ
の
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た

め
、
一
緒
に
遊
ん
で
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ん
で
す
が
、
彼
女
が
ぜ
ひ
、

と
い
う
の
で
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

(
ボ
ン
ベ
を
つ
け
て
の
潜
水
)
を
教

え
ま
し
た
。
結
構
や
り
ま
す
よ
。
」

興
味
の
あ
る
男
性
諸
君
。
イ
ル
カ

シ
ョ

l
へ
行
っ
て
ご
ら
ん
。
彼
女
が

「
コ
ン
ニ
チ
ハ

i
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
す
よ
。

投
輔
最
盛
期
投
翻
一
隅
者
お
よ
び
投
票
率

投 男 女 計
票
区 有権者数 投票者数 投票率 有権者数 投票者数 投票率 有権者数 投票者数 投票率

第 1 1，453人 606人 41.71% 1，509入 592人 39.23% 2，962人 1，198人 40.45% 

第 2 1，268 481 37.93 1，392 516 37.07 2，660 997 37.48 

第 3 495 236 47.68 529 253 47.83 1，024 489 47.75 

第4 1，129 479 42.43 1，190 517 43.45 2，319 996 42.95 

第 5 909 411 45.21 967 426 44.05 1，876 837 44.62 

第6 419 l古3 46.06 448 209 46.65 867 402 46.37 

第 7 580 294 50.69 629 277 44.04 1，209 571 47.23 

第 8 744 315 42.34 693 290 41.85 1，437 605 42.10 

第 9 514 205 39.88 545 185 33.94 1，059 390 36.83 

第10 213 107 50.23 207 96 46.38 420 203 48.33 

計 7，724 3，327 43.07 8，109 3，361 41.45 15，833 6，688 42.24 
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広
報
「
お
お
あ
ら
い
」
9
月
号
(
第

M
号
)
で
は
、
下
水
道
シ
リ

i
ズ
2

と
し
て
、
公
共
下
水
道
の
『
種
類
と

し
く
み
』
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
シ
リ
ー
ズ
3
と
し
て

『
下
水
道
の
財
源
』
に
つ
い
て
説
明

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
と
い
う
も
の
は
、

関

濃

の

種

類

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
く
ら
し
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
る
ハ
ズ
で

す。
水
洗
ト
イ
レ
を
気
持
ち
よ
く
使
っ
た

と
き
、
カ
や
ハ
エ
が
い
な
く
な
っ
た
と

き
、
川
や
海
が
き
れ
い
に
な
っ
た
と
き
、

か
下
水
道
が
あ
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。

と
必
ず
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
下
水
道
を
建
設
す
る
た
め

に
は
、
多
額
の
事
業
費
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
下
水
道
は
適
切
な
維
持
管
理
が

さ
れ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
施
設
で
す
。
そ
の
維
持
管
理
に

も
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
下
水

道
を
整
備
・
運
営
し
て
い
く
た
め
の
経

費
は
、
建
設
費
と
維
持
管
理
費
の
ニ
つ

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
経
費
の
内
容
や

事
業
の
し
く
み
に
つ
い
て
説
明
し
て
い

き
ま
す
。建

設

費

管
き
ょ
(
下
水
管
)
、
ポ
ン
プ
場
の

建
設
に
要
す
る
費
用
で
す
。
そ
の
財
源

は
、
国
庫
補
助
金
、
抽
地
方
債
、
受
益
者

負
担
金
、
一
般
町
費
な
ど
か
ら
な
り
ま

す。
〈
国
庫
補
助
金
〉

盟
民
の
健
康
保
護
、
生
活
環
境
の
保

全
な
ど
に
責
務
を
負
う
国
は
、
実
際
に

事
業
を
行
、
つ
地
方
公
共
団
体
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

本
町
の
公
共
下
水
道
事
業
に
お
い
て

は
、
五
割
の
国
康
補
助
が
適
用
に
な
り

ま
す
。〈
地
方
慣
〉

下
水
道
事
業
を
す
す
め
る
、
?
え
で
、

地
方
公
共
毘
体
が
匝
か
ら
借
入
れ
る
資

金
で
、
起
債
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

く
、
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
の
協
力
一

と
努
力
で
、
少
し
ず
つ
整
え
ら
れ
る
一

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
下
水
一

道
に
つ
い
て
も
碍
様
で
、
事
業
に
つ
一

い
て
、
住
民
と
行
政
の
棺
五
理
解
が
一

何
よ
り
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
一

そ
う
し
た
意
味
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
回
は
、
下
水
道
の
財
源
に
一

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
受
益
一
者
負
担
金
〉

下
水
道
な
ど
の
都
市
計
画
事
業
に
よ

っ
て
利
誰
を
受
け
る
か
た
か
ら
、
一
定

額
の
負
担
金
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
事

業
費
の
一
部
に
あ
て
る
も
の
で
す
。

〈
一
般
町
費
〉

下
水
道
事
業
費
の
う
ち
、
国
庫
補
助

金
、
地
方
僚
、
受
益
者
負
担
金
で
は
あ

て
が
わ
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
町
の

一
般
財
源
を
こ
れ
に
あ
て
ま
す
。

維

持

欝

理

費

j 

4 
僧
軍
司
4
1
4

I 

実際の下水管理設工事

〔建設期滞、の内訳〕

管
き
ょ
の
清
掃
・
修
理
、
ポ
ン
プ
場

の
運
転
・
管
理
に
必
要
な
費
用
で
す
。

そ
の
財
源
は
、
下
水
道
使
用
料
と
一

般
町
費
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

〈
下
水
道
使
用
料
〉

下
水
道
の
施
設
を
維
持
・
管
理
し
て

い
く
た
め
に
、
下
水
道
を
使
用
す
る
か

た
か
ら
、
上
水
道
の
使
用
量
を
元
に
、

下
水
道
使
用
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
一
般
町
費
〉

下
水
道
使
用
料
で
不
足
す
る
部
分
に

つ
い
て
、
町
の
一
般
財
源
で
補
い
ま

す。

宅

ほ
う
げ
ん

方
言
で
誇
る
親
し
さ
盆
休
み

磯

浜

村

沢

み

ち

を

〔
評
)
盆
休
み
で
帰
省
し
た
友
人
達

と
の
語
ら
い
。
都
会
の
暮
し
の
中
で

は
専
ら
都
会
の
言
葉
使
い
で
あ
ろ
う

が
、
今
は
心
置
き
な
く
ふ
る
さ
と
の

一
言
葉
が
使
え
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い

う
友
垣
を
親
し
と
眺
め
て
い
る
作
者 t""' 

後

藤

亀

泉

選

水
澄
み
し
木
曽
川
の
青
空
の
青

明
神
町
小
松
崎
美
代

〔
評
〕
仲
秋
。
木
曽
川
の
水
は
背
く

澄
み
、
木
曲
目
の
尚
早
も
青
々
と
澄
み
渡

っ
て
い
る
。
水
と
変
の
間
の
秋
気
の

中
に
件
ち
、
自
然
と
の
一
体
感
に
浸

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ

か

お

け

し

る

閑
伽
桶
に
句
の
記
さ
れ
て
萩
の
寺

新
町
岸
和
国
和
子

〔
評
)
寺
に
見
頃
の
萩
を
訪
ね
る
。

水
場
に
並
ぶ
水
手
桶
に
俳
句
が
し
た

た
め
ら
れ
て
あ
る
。
御
住
職
の
御
手

に
な
る
も
め
か
h

或
い
は
御
寄
進
の

人
に
依
る
も
の
か
。
何
れ
に
し
て
も

ゆ
か
し
い
限
り
で
あ
る
。

農
年
の
稲
に
沈
み
て
お
百
姓

明

神

町

自

国

一

部

〔
評
〕
稲
穂
の
波
に
沈
み
込
む
様
に

身
を
蹴
め
て
い
る
お
百
姓
。
手
塩
に

か
け
て
豊
が
に
稔
ら
せ
た
稲
穂
に
包

み
込
ま
れ
て
お
否
姓
は
い
ま
一
豊
作
の

中
に
居
る
。

赤
一
晴
脇
町
配
骨
の
風
に
の
り
て
飛
ぶ

磯

浜

浅

見

道

子

〔
評
〕
赤
ト
ン
ボ
が
空
を
と
ん
で
い

る
。
澄
ん
だ
脊
一
い
変
で
あ
る
。
ガ
ラ

ガ
ラ
と
重
品
(
が
廻
っ
て
脱
却
仇
と
挨
一
風

を
吹
き
上
げ
る
。
そ
の
風
に
乗
っ
て

赤
ト
ン
ボ
は
更
に
空
高
く
舞
い
上
が

る。

拾
ひ
ゐ
て
椎
の
実
の
名
を
子
は
知
ら
ず

明

神

町

田

中

勝

枝

〔
評
〕
幼
い
子
で
あ
る
。
木
の
笑
を

拾
い
な
が
ら
そ
の
名
を
母
に
尋
ね
る
。

成
人
し
て
沢
山
の
知
識
を
得
た
時
、

検
の
実
の
名
と
共
に
、
母
と
一
諸
に

木
の
実
を
拾
っ
た
記
憶
は
そ
の
子
に

と
っ
て
永
遠
の
も
の
と
な
ろ
う
。

友
と
行
く
坂
に
名
月
余
す
な
し

髭

釜

稿

沼

富

穏

〔
評
〕
連
れ
立
っ
て
十
五
夜
の
坂
を

変
る
。
長
い
坂
道
を
今
貸
の
月
光
は

余
す
と
こ
ー
ろ
も
な
く
照
ー
し
て
呉
れ
て

い
る
。
月
の
友
と
一
言
う
季
語
が
あ
る
。

我
t/ 
軒2

明主義
神立
笛了ち
し

小葉;
I!A 思
崎ひ
藤を
吉 1)

甘い
諸も
σコ
菱

重重
台道
路

大ま
JlIで
L 伸
たび
カ込し

j発海
船の
のよ
車し ま
みで
永合磯群
町ひ浜れ
っと
::. ~ 

Z王秋与飛る
塚嵐寺田赤
裡 η 精
芳 晃蛤
夫江

晩
秋
に
符
て
る
舞
妓
を
撮
し
け
り

角

一

前

原

青

嵐

鰭号 イ守
虫Hs号め
のば
我精
東に 蛤
光向桜の
台ひ道群
ての
錬中
泉繋き真に

す回骨

静'

子

年
ピ
レ
i
事

賑
い
の
静
か
と
な
り
し
浜
の
秋

祝

町

今

川

E主

雲
σ〉
雪喜存
カ、

宇兄り
町し
月
σコ
今供
)11へ
、物
つ
め

い
さ
か
ひ
の
解
け
ず
風
鈴
鳴
り
や
ま
ず

永
前
向
桜
井
政
士
口

マ
リ
ン
タ
ワ
l
爪
立
つ
ご
と
し
暑
さ
秋

磯

浜

谷

ひ

ろ

し
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P P 協串グ
き
る
9
月
口
臼
(
日
)
、
宇

都
宮
市
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
た
第
羽
田
関
東
吹
奏
楽
コ

ン
ク
i
ル
第
2
部
門
(
話
人
編
成
)
に
、

県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
一
中
吹
奏
楽

部
(
部
員
的
名
・
藤
田
洋
一
先
生
指
導
)

は
、
目
見
事
金
賞

(
9校
中
3
校
が
受
賞
)

を
獲
得
し
ま
し
た
。

昨
年
は
県
大
会
で
金
賞
を
得
た
も
の

の
、
県
代
表
の
座
は
大
洋
中
に
譲
り
、

チ
ョ
ッ
ピ
リ
口
惰
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
今
聞
は
、
県
大
会
で
堂
々
第
一
位
。

晴
れ
て
関
東
大
会

(
8県
9
代
表
校
)
に

(5)第215号

出
場
し
た
も

の
で
す
。
こ
こ
ま
で

登
り
つ
め
た

生
徒
た
ち
の

努
力
は
、
並

み
た
い
で
い

の
こ
と
で
は

な
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
っ
も

そ
の
苦
労
と
、

喜
び
が
あ
ふ

れ
た
感
想
文

を
読
ん
で
み

て
下
さ
い
。

で
も
、
こ

の
部
門
は
関

東
大
会
ま
で
。

全
国
大
会
が
無
い
と
い
う
の
は
、
い
か

に
も
残
念
で
す
ね
。

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト間

揮

由

香

関
東
大
会
を
前
に
、
私
達
吹
奏
楽
部

長
に
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
大
き
な
壁

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
毎
日
何
度

も
く
り
返
し
練
習
し
、
そ
の
壁
を
乗
り

越
え
る
こ
と
を
、
誰
一
人
あ
き
ら
め
ま

せ
ん
で
し
た
。

当
日
、
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
が
一

度
に
発
揮
で
き
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
で

最
高
の
演
奏
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
結
巣
発
表
で
「
大
洗
町
立
第
一
中

学
校
n
金
賞
。
」
と
開
い
た
と
き
に
は
、

大
き
な
歓
声
と
共
に
涙
を
流
し
て
喜
び

ま
し
た
。
あ
の
と
き
の
感
動
は
い
つ
ま

で
も
忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
獲
得

す
る
こ
と
、
関
東
大
会
に
行
く
こ
と
、

こ
れ
は
私
達
吹
奏
楽
部
の
夢
で
も
あ
り
、

今
の
吹
奏
楽
部
を
築
い
て
く
れ
た
、
た

く
さ
ん
の
先
輩
方
の
夢
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
実
現
し
た
広
達
の
中
学
生

活
三
年
間
同
は
、
と
て
も
幸
せ
だ
と
思
い

ま
す
。郡

部
長
・
ト
己
ン
ボ
!
ン

川
島
久
美
子

毎
日
、
き
び
し
い
練
習
が
続
い
た
。

特
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
は
:
:
:
。

私
た
ち
は
下
手
だ
っ
た
の
で
、
先
生

に
き
び
し
く
お
こ
ら
れ
、
泣
き
な
が
ら

一
生
け
ん
め
い
線
習
し
た
。
そ
の
結
果
、

関
東
大
会
で
金
賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と

は
と
て
も
う
れ
し
い
。

成
績
発
表
の
時
は
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
が
持
っ
て
き
た
お
守
り
を
に
ぎ
り
し

め
、
緊
張
し
な
が
ら
必
死
に
祈
っ
た
。

「
大
洗
一
中
金
賞
」
と
い
う
発
表
で
、

み
ん
な
は
歓
声
を
あ
げ
た
り
、
泣
い
た

り
し
て
し
ま
っ
た
。
あ
の
時
の
感
激
は
、

今
で
も
呂
を
開
閉
じ
る
と
思
い
浮
か
ん
で

く
る
。部
活
を
一
一
一
年
間
や
っ
て
き
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
思
う
。
平
成
元
年
9
月
口

B
。
あ
の
日
の
こ
と
は
一
生
忘
れ
ら
れ

な
し

一
、
関
書
券
一
万
円
分

磯
浜
町
九
一
二
回
口
信
行
澱

一
、
「
港
の
見
え
る
丘
」
造
成

大
賞
町
六
四
水
壊
工
務
腐
殿

磯
浜
町
六
九
O
六
松
屋
工
務
感
殿

一
、
雑
巾
一
一
一
一
一

O
枚

大
洗
高
齢
者
ク
ラ
ブ
明
寿
会

高
橋
兼
吉
殿

一
、
ク
チ
ナ
シ
苗
木
一
ニ

O
本

大
賞
町
九
一
二
辻
彦
造
殿

(
以
上
磯
浜
小
学
校
に
)

一
、
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
半
セ
ッ
ト

昭
和
臼
年
度
卒
園
児
一
向
殿

(
磯
浜
幼
稚
溺
に
)

一
、
体
育
館
用
靖
幕
一
揃
い

一
、
ス
テ
ー
ジ
背
面
装
置
一
式

一
、
事
務
用
裁
噺
器
一
台

昭
和
臼
年
度
卒
業
生
一
向
殿

(
大
洗
一
中
に
)

一
、
金
五
万
円
也

ヤ
マ
ヨ
会
海
野
繁
男
殿
・

若

葉

会

関

根

誠

殿

(
運
動
公
園
建
設
事
業
費
に
)

一
、
金
二
万
円
也

明
暗
記
友
会
代
表
楊
勝
昌
殿

一
、
金
三
万
円
也

磯
浜
町
一
丈
夫
l

一
文
飯
島
佐
智
子
毅

一
、
金
一
万
円
也

大
洗
書
道
ク
ラ
ブ
小
沼
久
夫
殿

(
以
上
中
央
公
民
館
関
書
購
入
費
に
)

一
、
金
一
一
一
方
向
也

友
遊
会
代
表
大
網
義
明
殿

(
社
会
福
祉
事
業
へ
)

一
、
雑
巾
二
回

O
枚

大
洗
高
齢
者
ク
ラ
ブ
明
寿
会

高
橋
兼
吉
殿

(
大
洗
一
中
に
)

一
、
バ
ケ
ツ
五
五
個

東
{
友
会
会
長
鴨
川
一
成
殿

(
町
営
慕
池
に
)

一
、
金
三
苔
五
十
万
円
也

側
水
戸
カ
ン
ツ
リ
l
ク
ラ
ブ

取
締
役
社
長
官
山
博
士
口
殿

(
学
校
教
脊
機
材
及
ぴ
運
動
公
歯

ト
ラ
ッ
ク
獲
備
機
材
費
と
し
て
)

一
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
一
台

茨
城
源
開
市
町
村
振
興
協
会

理
事
長
坂
本
常
蔵
殿

(
行
政
官
智
務
に
)

ま
し
た
。
老
朽
化
し
た
消
防
車
を
、
ダ
マ
シ
な

が
ら
使
っ
て
い
る
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
何
よ
り
の
朗
報
で
し
ょ

、「ノ。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
9
月
、
消
防
車
両
購
入

に
と
、
ポ
ン
と
1
千
万
円
の
大
金

を
寄
如
し
て
く
れ
た
ニ
季
辛
夫
さ

ん
こ
家
不
動
産
経
営
)
が
、
ま

た
も
や
1
千
万
円
を
寄
附
し
て
く

れ
ま
し
た
。

8
月
紅
白
、
銀
行
員
を
伴
い

町
長
案
を
訪
れ
た
一
家
さ
ん
は
、

早
速
厚
さ
約
加
セ
ン
チ
の
札
束
を

取
り
出
し
、
や
は
り
消
防
車
両
購

入
基
金
に
と
竹
内
町
長
に
手
渡
し

平
成
一
元
年
度
の
採
用
職
員
は
叩
名
。

う
ち
、
9
月
号
で
4
人
を
紹
介
し
ま
し

た
。
本
号
で
も
4
人
が
登
場
し
ま
す
。

新
人
た
ち
は
少
し
ず
つ
職
場
の
雰
間

気
に
も
馴
れ
て
き
ま
し
た
。

笑
顔
一
つ
に
し
て
も
、
始
め
は
こ
わ

ば
っ
た
「
ひ
き
つ
り
」
が
、
今
で
は
さ

A
働

V

A

働
V

小沼敏夫 (18)

農林水産課

A
A

三
位
に
わ
け
込
む

体
協
剣
道
少
年
部
開
田
周
年
記
念
大
会

町
体
育
協
会
の
剣
道
少
年
部
は
今
年
女
の
子
の
出
場
が
多
い
こ
と
で
し
た
。

で
創
立
日
間
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
男
の
子
に
突
き
飛
ば
さ
れ
て
も
泣
き
も

を
記
念
す
る
少
年
剣
道
大
会
が
、

9
月
せ
ず
、
向
か
っ
て
い
っ
て
二
本
勝
ち
。

お
B
(
土
)
に
総
合
運
動
公
濁
体
育
館
で
な
る
ほ
ど
、
ウ
ー
マ
ン
パ
ワ
!
の
台
頭

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

は

、

こ

の

頃

か

ら

養

成

さ

れ

る

の

か

と

水
戸
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
常
陸
太
悶
納
得
し
た
次
第
で
す
。

や
高
萩
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、

4
年
生

以
下
の
低
学
年
の
部
は
お
チ
!
ム
、

5
・

6
年
生
の
高
学
年
の
部
は
お
チ
i
ム
で

優
勝
を
争
い
ま
し
た
。
(
団
体
戦
の
み
)

大
洗
町
か
ら
は
、
低
学
年
の
部
に
体

協
が
4
チ
i
ム
と
浩
気
館
が
1
チ
i
ム。

高
学
年
の
部
に
は
体
協
が
1
チ
i
ム
と

浩
気
館
が
2
チ
i
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
出
場

さ
せ
、
全
体
的
に
あ
ま
り
振
る
わ
な
か

っ
た
な
か
で
、
低
学
年
の
部
で
体
協
A

が
3
位
に
入
る
健
闘
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。大
会
を
取
材
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

誉議

私
が
役
場
の
職
員
に
な
っ
て
か
ら
、

約
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
入
っ
て
間
も

な
い
頃
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
ミ
ス
も
多
く
、
自
分
で
も
商
摩
い
思

い
を
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
電
話
や
お
客
様
へ
の
対
応

な
ど
で
必
要
以
上
に
緊
張
し
て
し
ま
い
、

ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
感
じ
に
な
る
の
が
、

わ
や
か
な
ス
マ
イ
ル
に
。

で
も
「
初
心
忘
る
る
べ
か
ら
ず
」
。

二
度
と
味
わ
え
な
い
こ
の
緊
張
感
を
、

い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
で
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。
な
お
、
残
り
2
名
に
つ
い

て
は
消
防
職
員
の
た
め
、
実
務
に
つ
い

た
後
に
改
め
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

+ 

A
働

V

A

ゆ
V

自
分
で
も
わ
か
り
ま
し
た
。
特
に
係
長

な
ど
が
不
在
で
一
人
で
の
対
応
す
る
時

な
ど
は
、
冷
や
汗
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
半
年
の
間
に
、
今
ま
で

経
験
し
え
な
か
っ
た
様
々
な
こ
と
を
体

験
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
、
水
難
事

故
の
救
出
活
動
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で

は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
し
か
接
す

る
こ
と
の
な
い
縁
遠
い
で
き
事
と
患
っ

て
い
た
の
が
、
自
分
の
業
務
の
一
環
と

な
り
、
そ
の
苦
労
や
責
任
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
仕
事
に
つ
い
て
も
、
「
こ

ん
な
ふ
、
つ
に
な
っ
て
い
た
の
か
/
」
と

感
心
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
瞬
く

ま
に
半
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
未
熟
な
面
は
多
い

の
で
す
が
、
一
歩
ず
つ
前
進
す
る
姿
勢

で
仕
事
に
臨
み
、
早
く
一
人
前
の
役
場

職
員
に
な
り
た
い
と
忍
っ
て
い
ま
す
。

(
大
洗
高
校
卒
)

秋山時子 (18)

厚生課

役
場
に
就
職
し
て
阜
く
も
6
ヶ
月
が

過
ぎ
、
や
っ
と
職
場
の
雰
囲
気
に
も
慣

れ
て
き
た
よ
、
つ
な
気
が
し
ま
す
。

役
場
に
就
職
し
た
時
に
は
、
腐
り
の

人
た
ち
か
ら
「
良
い
と
こ
ろ
へ
就
職
し

た
ね
」
と
き
わ
れ
ま
し
た
が
、
役
場
の

ど
ん
な
と
こ
ろ
が
良
い
の
か
、
私
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
際
に
仕
事
を
し
て
み
る
と
、
見
る

こ
と
開
ぐ
こ
と
初
め
て
の
事
ば
か
り
で
、

い
つ
ま
で
も
理
解
で
き
ず
、
忙
し
い
先

輩
の
方
々
に
何
回
も
聞
い
て
し
ま
う
の

で
一
い
つ
も
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
何
度
か
や
っ
て
み
て
分
か

っ
て
く
る
と
、
仕
事
が
楽
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
厚
生
課
に
は
、
多
く
の
お

客
さ
ん
が
来
ら
れ
ま
す
。
各
高
齢
者
ク

ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
や
、
(
県
の
)
福
祉
事

務
所
の
人
な
ど
。
で
も
、
ま
だ
名
前
と

顔
が
一
致
し
ま
せ
ん
。
早
く
覚
え
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

事
務
処
理
の
ほ
う
も
、
が
ん
ば
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
那
珂
湊
一
高
卒
)

大JlI文男 (1紛
税務課

役
場
の
職
員
と
な
っ
て
数
ヶ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
い
ま
忍
う
の
は
、
学
生
の

時
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
一
言
葉
使
い
は
も
ち
ろ
ん
、
軽
は

ず
み
な
行
動
も
で
き
ま
せ
ん
。
学
生
時

代
は
、
言
葉
使
い
な
ど
ま
っ
た
く
気
に

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
今
に
な
っ
て

困
っ
て
い
ま
す
。
早
く
夜
さ
な
け
れ
ば

と
怠
っ
て
い
ま
す
。

私
の
所
属
は
、
税
務
課
の
間
定
資
産

税
係
で
し
た
。
最
初
に
税
務
課
と
聞
い

た
時
に
は
正
直
、
「
難
し
い
と
こ
ろ
に

入
っ
て
し
ま
っ
た
。
」
と
思
い
ま
し
た
。

税
金
と
い
う
と
、
誰
も
良
い
イ
メ
ー

ジ
は
湧
か
な
い
と
息
い
ま
す
。
私
も
給

料
か
ら
税
金
を
引
か
れ
て
い
ま
す
が
、

あ
ま
り
良
い
気
持
は
し
ま
せ
ん
。
で
も
、

税
金
が
無
け
れ
ば
、
道
路
な
ど
を
透
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
洗
町
の
た
め

に
重
要
な
税
務
課
の
仕
事
。
一
生
懸
命

や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
数
ヶ
月
た
っ
て
も
仕
事
は

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
一
つ
ず
つ
覚
、
ぇ
、
積
み
重
ね
て
い

く
つ
も
り
で
い
ま
す
。
(
水
戸
商
業
高
校
卒
)

大塚美枝 (18)

住民課

役
場
の
職
員
に
な
っ
て
か
ら
、
あ
っ

と
い
う
間
に
6
ヶ
月
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
こ
の
6
ヶ
月
間

は
、
も
の
す
ご
く
早
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

(
私
が
配
属
に
な
っ
た
)
「
窓
口
」
は
、

想
像
し
て
い
た
よ
り
大
変
な
仕
事
で
し

た
。
お
客
さ
ん
相
手
な
の
で
言
葉
使
い

に
気
を
つ
か
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、

間
違
い
は
許
き
れ
な
い
し
、
:
・

今
ま
で
、
敬
語
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
使

っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
苦
労
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
に
何
回
も

失
敗
を
し
て
、
そ
の
た
び
に
周
り
の
先

議
方
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
、
本
当

に
山
中
し
わ
け
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
口
ベ
タ
で
説
得
力

の
な
い
私
な
ん
か
が
、
な
ぜ
「
窓
口
」

に
配
属
に
な
っ
た
の
か
今
で
も
不
思
議

に
怠
っ
て
い
ま
す
。

一
日
も
阜
く
仕
事
を
覚
え
て
、
先
輩

方
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
つ

も
り
で
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

好
か
れ
る
よ
、
つ
な
職
員
に
な
れ
る
よ
、
つ

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
那
珂
湊
一
高
卒
)



第215号 (6)

5湾

女

山
縄
問
日
檎
が
金
離
通
行

止
め
じ
れ
悼
h

ツ
ま
す

海
門
橋
に
歩
道
を
架
設
す
る
工
事
の

た
め
、
通
行
止
め
と
船
舶
航
行
が
次
の

よ
う
に
制
限
さ
れ
ま
す
。

町
民
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〈
全
面
通
行
止
め
〉
上
豊
平

日
月
7
B
j
M
R

l
午
前
日
待
か
ら
午
後
3
時
ま
で
|

〈
航
路
幅
の
縮
少
v
i
船
舶

日
月
7
日
j
M
B

i
午
前
6
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
i

{
開
会
せ
先
日

水
戸
土
木
事
務
所
工
務
第
一
課

世

話

i
1
3
1
1

岡
田
州
卓
隷
大
会
に

ご
参
加
下
さ
い

も百

第
8
田
町
民
卓
球
大
会
が
行
な
わ
れ

ま
す
句
お
気
軽
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
0

0
日
時
日
月
町
四
日
(
日
)

午
前
9
持
競
技
開
始

大
洗
一
中
体
育
館

もあ

。

場

所

。

種

回
中
学
の
部
及
ぴ
高
校
生
・
一
般
の

部
(
男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス
)

。

参

加

資

格

ぺ

一

l
i
u
i

大

洗

町

一

フ

口

一

噛

に
居
住
一
一
翼
ダ
号

も

し

く

一

s
L
7
v

は
勤
務
、
「
l
j
J
i
i

通
学
し
て
い
る
方

。

参

加

料

無

料

。
申
込
み
期
韓
日
月

η
日
(
金
)
ま
で

〔
申
込
み
先
及
び
問
合
せ
先
〕

大
洗
町
教
育
委
員
会
事
務
局

T
E
L

侃

2
4
1
1

(
5時
過
ぎ
)
山
石
井
忍

T
E
L
U
-
-
2
3
1
7
 

おお

10，468人(:1::0)死亡 1人

21，224人(十5)出生 O人

10，756人(+5)転入17人

需の人口と世帯
(IO.Fl 1 EI現在)

平成元年11月ら臼

人口

勝
争

一F
内
問
料

a

h

、
.
心
イ
時

，k
¥
護
団
ず
か

-

d

l

問

時

A
でェ
?
 
と今h蕃&
 
シMe
 
ヴ

6，183戸(+4)転出12人世帯数

県西北部の18市町村が結成している「グリ

ーンふるさと圏」では、毎年評判の「グリー

ンふるさとまつり」を 11月11臼(ニ仁)に開催し

ます。ぜひこ守家族揃ってお出かけ下さい。

会日 時 11月11日(土)午前10時一午後 4時

食会場

常北中学校・常北町農業者健康トレーニ

ングセンター

I主な催し物l
*特産品の展示奴売*18種の味ジャンボ鍋コ

ーナー*問中美奈子コンサート*ふれあい動

物国*ターボレンジャーショーほか。

〔閉会せ先〕

側グリーンふるさと振興機構

ウ
禁
回
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
又
は
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で

の
方
。

エ
県
の
機
関
か
ら
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
2
年
を
経
過
し
な
い
方
。

オ
日
本
国
憲
法
又
は
、
そ
の
下
に
成
立

し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
政
党
、
そ
の
他
の
団
体
を

結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
方
。

3
、
受
験
手
続
き

〔
申
込
み
用
紙
の
交
付
〕

1
直
接

i

県
人
事
委
員
会
事
務
局
・
地
方
総
合

事
務
所
・
地
方
福
祉
事
務
所

1
郵
送
希
望

l
(間
合
せ
先
)

一
T
3
1
0
水
戸
市
三
の
丸
1
l
5
1
犯

茨
城
県
人
事
委
員
会
事
務
局
総
務
課

へ

盟

幻

i

8

1

1

1

(
内
線
5
3
2
1
1
5
3
2
3
)

O
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
選
考
申
込

用
紙
請
求
」
と
朱
蓄
し
、

m丹
切
手

を
貼
っ
た
宛
先
・
郵
便
番
号
を
明
記

の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
下
さ
い
。 笠雪 24-7166

毎
年
6
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ま
ち
づ

く
り
月
間
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
同

委
員
会
が
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
な
い

ま
す
。
皆
様
の
、
積
極
的
な
ご
応
募
を

お
願
い
し
ま
す
。

国
閣
湖
沼
町

自
国
一
一
…
・
カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
(
ス
ラ
イ

ド
・
組
写
真
を
除
く
)
で
、
サ
ー
ビ
ス

版
以
上
か
ら
四
ツ
切
り
ま
で
。

〈
応
募
よ
の
注
意
〉

@
一
人
何
点
で
も
応
募
可
。

@
未
発
表
ま
た
は
他
に
応
募
し
て
い
な

い
作
品
に
限
り
ま
す
。

@
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

@
作
品
の
裏
に
は
題
名
、
撮
影
場
所
、

撮
影
年
月
日
、
作
品
の
意
国
(
必
要

な
場
合
)
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
(
主
婦
も
含
む
、

学
生
の
場
合
は
学
校
名
園
学
年
)
、

応
募
部
門
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

同
門
同
日

一
般
の
部
・
学
生
の
部
(
高
校
生
以
下
)

H .1.10.21現在

事罰{雀包 書君主主時間 催 事 名 潟催場所 催 事 内 毛付ヨ守、r 

2 日(日プヂ(ζ)一 10: 30 第15忠大洗町芸術文化祭 ホ )v 大洗町芸術文化協議会、大洗町主催
5 日)

898日 ((yオkミ)) 9 : 00 会00漁港建設技術研究発表会 ホ lレ 県農林水産施設課主催

15日(水) 9 : 00 中刀 任者研修 会 ホ lレ 県教育庁指導課主催

15日(水) 9 : 00 運転免許更新時講習会 大会議室 水戸地区交通安全協会主催

18日 i土)) 9 : 00 8用雑貨用品販売会 大会議室 側久松主催19日日

23日(日木()~ 9 : 00 書 道 展 覧 会 大会議室 会沢イ白石著書塾主催268 (8) 

一日r~ 

同
国
建
設
大
臣
賞
ほ
か
多
数

日
倒
閣
畑
町

平
成
一
万
年
ロ
月
末
臼
(
当
日
消
印
有
効
)

ロ
閣
凶
〕

一
寸
1
1
3

東
京
都
文
京
区
本
郷
ニ
丁
目
口
番
目
号

広
和
レ
ジ
デ
ン
ス

鮒
臼
本
交
通
計
画
協
会
内

第
7
回
「
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス

笠雪

mig-制
!
1
7
9
1

(H .1.8月現在)

~ 本 年 前年同期 増減数

発生件数 13 (65) 11 ( 84) 十2(-19) 

死者数 o ( 7) o ( 5) :1::0 (十2)

負傷者数 24 (92) 18 (114) 十6(-22) 

大洗町における交通事故の発生状況正}

9
月
号
(
出
号
)
に
掲
載

し
た
「
6
月
分
事
故
発
生
状

況
が
実
際
は
、
「
7
月
分
」
で

し
た
。
従
っ
て
先
月
号
で
掲

載
し
た
も
の
は
「
8
月
分
」

だ
っ
た
た
め
、
再
掲
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

i訂

期日 場所 時間

祝町亀屋商}苫前午 9:30-10:00 

明治記念館前 10・10-10・40

11月13臼港湾入口漁具倉庫前前 10:50-11・30

(月) 藤本ペンキ 1古前午 1・30-2 :00 

永田I堀劉集会所前 2 :10-2 :40 

髭 3産道桂神前後 2・50-3・30

大洗駅前ム」十 9 :30-10:00 

大震集会所前 10:10-10:40 

11月14日角一諏訪神社前前 10・50-11:30

(火)夏海農協前午 1:30-2・00

松 )11 同聖子商!古都 2 :00-2 :40 

大洗町保健センター前後 2 :50-4 :00 

※主な{寵しのみです。詳しくは文化センター鐙66-2411へお照会せ下さい。

|愛犬家の皆さまベi
狂犬病の予防注射と登録が、追

加笑施されます。前回(5月)に

漏れた方は必ず受けて下さい。

〔料金@手数料) 5千円

〔担当獣医〕 鈴木先生

なお、当日犬に異常のある場合

は拐当獣医に申し出て下さい。

会都合で受けられない場合は、 19

日(日)午前 9持~午後 2時に鈴木

獣医で行なって下さい。

T E L 69 

く閉会せ先〉

衛生課・環境保全係

T E L 66-1 0 1 0 

220  6 

)内は平成元年 1月からの累計です。

〈
検
査
内
容
v

一
般
診
査
(
刊
歳
以
上
)

血
圧
測
定
、
尿
検
査
(
糖
、
蛋
白
、

滋
血
)
、
血
液
検
査
(
総
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
肝
機
能
)

〈
自
程
表
〉

新町10豆

小野瀬友美ちゃん

( 4ヶ月)

11 11 11 
月/ 

/ / / 
(火)28(月)20(本)16 a 
破き否 母

傷すア日 歳
事

flt¥咳 子
) 

予
児 業

防 相 健
接 名
種 談 幸ロエ会シ

生 (母

t主 害性 歳
24 に及 σ〉 ます
カ よぴ 誕

月 り宇L 生
事子変 幼児 に

48 
達し 象カ

まメある口碁も入月 た
来 者
j前

名σ〉 り
者 すま

l 9 l 
時再f♂すh 2時 11待 2時

持15時30時00
15分 30分 00分
分 分 分

間

ω-一一幽」ーーーーー

12 12 12 12 12 月
(月 (月 (月 (月 (月

ミE9全8 さ7 さ6 さ5
臼日 日 日 日 日

韮大 在東 言松 言堀 注氷 在道 在大 在角 五大
)洗

庄血光台

)ケ

血割 血ネE
産町

血丘 2島 血貫 血一一 血洗 dZ会"、
R集 E王町 庄、神 庄 圧 1王

、保
尿、健 尿3也 援会 尿

尿、自j成集 成集 泉町

血セ 血区 血所 血会 血 血 血 血

液塁ン 検査液1八~ 液霊前
液

事号冊し( 髭室主
液会 液会 液農

検雪し 呂 査検t 所 査検 検査を協
をし タ を民 をしfヘ t所 |場

てま前l て技前官 ま刀町え てま前
李d嘉h 
てま前 てま高司 てまし前

午前
午
午前
午
前午
午
午詩リ
午
前午

後 後 後 後
時9 l 9 1 9 1 9 1 自

30 15 30 15 30 15 30 15 30 

11 3 11 3 11 3 11 3 11 間

30 30 30 30 30 30 30 30 30 

易
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た

茨
峨
峨
粟
離
職
員
働
時
探
間
関
羅
場
の

O
受
付
期
間
口
月
7
日
j
日
月
日
日

。
選
考
口
同
ロ
月
3
日
(
日
)

。
選
考
会
場
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
!
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
(
友
部
釘
)

ー
、
選
考
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
及
ぴ
小
中
学
校
事
務

各
々
芳
子
名

2
、
受
験
資
格

山
自
カ
に
よ
り
通
勤
で
き
、
か
つ
介

護
者
な
し
に
事
務
職
と
し
て
の
職
務

の
遂
行
が
可
能
な
方
で
、
次
の
ア
ー

エ
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

ア
昭
和
弘
年
4
月
2
白
か
ら
、
昭
和
U

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

イ
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

そ
の
障
害
の
程
度
が
1
級
か
ら
4
級

ま
で
の
方
。

ウ
活
字
印
尉
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で

き
る
方
。

エ
県
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。

ω
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

ア
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
。

イ
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者
。

※( 

「
機
能
盟
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

0
1
月
刊
日
幽
O
H
月
日
日
開

。
日
月
口
日
樹

O
孔
月
紅
白
川
問

。
日
月
目
日
樹
O
H
月
刊
ω
日
例

。
ロ
月
1
日
幽

「
子
宮
ガ
ン
」
集
団
検
診

O
検
診
臼
及
び
場
所

日
月
日
日
間
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
!

日
月
比
日
附
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

O
受
付
時
間

午
後
四
時
叩
分
1
午
後
1
時
却
分
ま
で

O
対
象
者

大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る
叩
歳
以
上

一
般
診
査
及
び
結
核
レ

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

O
H
月
7
B
ω
一
尋
問
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者
ι

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

の
女
性

O
料

金

無

o申
込
方
法

日間バ
8
日
制
ま
で
に
大
洗
町
保
健
セ

ン
タ
i
へ
申
込
み
下
さ
い
。

(
電
話
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

盤

側

1
0
1
0
)

学十

ト
ゲ
ン
検
診
に
つ
い
て

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
(
同
歳
以
上
)

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
変

な
お
、
こ
れ
ら
の
検
診
に
よ
り
、
結

核
、
腕
が
ん
、
心
臓
病
、
肝
臓
病
等
の

早
期
発
見
が
で
き
ま
す
。



 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット -6.07, -6.09 幅 24.29 高さ 1099.05 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 736.24, -6.09 幅 122.96 高さ 1100.57 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     -6.0721 -6.0931 24.2883 1099.0472 736.2402 -6.0931 122.9597 1100.5653 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0f
     QI+ 2
     1
      

        
     2
     6
     2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 749.90, -6.09 幅 36.43 高さ 1099.05 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット -15.18, -4.58 幅 42.50 高さ 1097.53 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         3
         CurrentPage
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     749.9024 -6.0931 36.4325 1099.0472 -15.1802 -4.5751 42.5046 1097.5292 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0f
     QI+ 2
     1
      

        
     3
     6
     3
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



